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鈎虫と蝋虫との拾抗現象に関する実験的研究

第 1編 鈎虫保有諸メジウム中に於ける豚姻虫の飼育実験

千葉大学医学部衛生学教室〈主任谷川教援〉
山脇 知 
SATORU YAMAWAKI 
昭和 30年 10月 26日受付
緒 宅雪 E司
千葉県市原郡五井町附近の地方は鈎虫の侵淫甚だしく，その蔓延状況は集団並びに地域によ
り多少の差異があるが，当教室に於て調査した昭和 25年 3月以降の成績では，鈎虫卵の保有率
は住民の 35%--70%(直接塗抹標本検査)に及んでいるO 然るに之に反し蜘虫卵保有率は甚だ
低率で 10%~35% に過ぎ、ない。当地方に鈎虫の侵淫の高い理由に関しては先に谷川教授の考
察があるo即ちその低湿の地勢と農耕の方法等に主因があると思われ，石川の土質と鈎虫との
関係の研究に於ても該地土壌の含水量が最も意義がある事を示唆している。併しながら姻虫卵
保有率の低い事実に就ての説明が充分ではない。而し℃当地方に於ける尿尿の処理，住民の生
活様式等に於て他の地域の農村と異るところはない。そこで当地方の蜘虫寄生の少い理由の一
つを解釈するために鈎虫と姻虫の相互の聞に何か抑制作用があるのでなかろうかと惣像するに
至った戸一般に鈎虫と姻虫は同時に寄生している事は常に認められているところであるが，あ
るメジウム内で，ある生物が圧倒的に発育している場合には他の生物が充分生育出来ない現象
は屡々生物界に認められるところであるので，間寄生虫の拾抗作用を実験的に検討せんと企図
した。即ち著者は谷川教授御指導の下に，鈎虫の分泌物，浸出液を高度に保有すると思われる
諸メジウム中に於て畑虫を飼育する試験管内実験，及び鈎虫を高度に寄生した犬に畑虫を後感
染せしめる動物実験を行い，感染応於ける両虫間の抑制現象に関し若干の興味ある成績を得た
ので裁に報告する次第である。
第 1編 鈎虫保有諸メジウム中に於ける豚胸虫の飼育実験
鈎虫の多数に寄生する腸管内に侵入する畑虫は，其の生存に如何なる影響が加えられるかを
観察せんとし，鈎虫保有諮メジウム，即ち鈎虫の高度に寄生せる人の糞便溶液及び犬の糞便溶
液，鈎仔虫濃厚飼育液，犬鈎虫体乳剤溶液中に於て，豚畑虫を飼育する試験管内実験を行い，
その生存期聞を調べ，.これに検討を加えた。
第 1軍支 献 氏液から Glucoseを除きたる蛮法液が特に良好な
畑成虫の宿主体外飼育は 1883年 Bungeに依り企 る成績を得，最長 17日間の生存を見たと報告して
図せられ，我国に於ては 1938年藤瀬他 3氏が豚姻 しる。食塩水の濃度に就ては 0.95~る最も適し，叉雄
虫を食塩水， Ringer氏液， Ringer-Dale氏液等に 虫は雌虫に比し生存，回数長く，更に飼育液の増加， 
d て飼育し， Ringer-Dale氏液中に於て最も良好なる 更新に依りその成績良好になると述べてし、る。飼育
成績を得，其の平均生存日数は 2.64乃至  6.80日で 液に栄養物を添加した成績は鈴木他 2氏，樋口氏，
あったと報告してし、る。鈴木他 2氏は Ringer-Dale 斎藤他 3氏等の報告があり，腹水，マルト戸ゼ，酵
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母，肝臓粉末等の添加がその生存を助けると云って 摂子をもって機械的に刺激を加え，自動運動を促し
し、る。飼育波の溜，度に就ては，鈴木他 2氏が 370C 判定した。死亡せる刺虫は全く自動せず，体の硬度
最も適しI 300Cにても 370Cと大差なきも 400Cで は異常に高きか，叉は低<，時には体の一部に腐I
は不適であると報告してしる。飼育液として糞便溶.欄，腐敗の兆候を現わす。死亡せる虫体は直ちに取
液，銑仔虫飼育液及び鈎虫体乳剤溶液等を使用した り除き飼育を継続した。
実験は見られない。 対照として，虫卵陰性者糞便を使用し，前記同様
第2章鈎虫の高度寄生者糞便溶液中に 豚世田虫を飼育した。
於け.g豚蝿虫の飼育実験 第 2節実験成績(第1表〉
第 1節実験材料及び実験方法 ア種鈎虫の高度寄生者糞便の 2% Ringer-Dale 
実験材料: 豚蜘虫は屠殺直後の腸管内より採取 氏愛法液中にて，豚蜘虫を 1群 5隻とし 45隻飼育
し，保温装置を施したる容器に入れ教室に持ち帰 した結果，その生存回数は平均 5.0日乃至 9.8日に
り，微温生理的食塩水にて反覆洗糠し，損傷あるも して最長 14日間の生存を見た。ネ種鈎虫の高度寄
の，体色に~化あるもの，及び硬度の異常に高きも 生者糞便溶液中で同様に飼育した豚姻虫の生存日数
の，或は低きものを除き，元気に自動し，且つ雌虫 は，平均 3.8日乃至 9.2日にして最長 15日であつ
にては体長 25--30cm，雄虫にては 18~22cm のも た。対照として行った無鈎虫糞便溶液中に於ては平
実
のを選び使用した。 均 5.0 乃ヨ~9.4日の生存を見，その最長回数は 16 日
鈎虫の高度寄生者は嘗って当教室に於て誠査した であった。
鈎虫侵淫地区たる千葉県市原郡養老川下流地域住民 雌堆別に生存自数を見るとア種糞便溶液中に於て
中より糞便培養検査によりアシキロストーマ種，或 は堆虫の平均 6.4目乃至 9.8日，雌虫 5.0日--9.6日，
はネカトール種の単独高度寄生者を選んだ(以下ア ネ麓糞便溶液中では権虫 4.6目--9.2日，雌虫 3.8日
シキロストーマ種はア種，ネカト{ノL種はネ種と略 --8.2日にして，無鈎虫糞便溶液中では椎虫 6.2日~
記する)0 9.4日，雌虫 5.0日"'-'9.4日で‘あった。即ち鈎虫の高
糞便は実験当目前記寄生者の排粧せしものを採取 度寄生者糞便中に於て豚蜘虫を飼育せし成績は，対
し飽和食塩水浮灘法にてー視野中，虫卵 10個以上 照たる無鈎虫糞便溶液に於ける成績と比較して，ア
を数える便のみ使用し， Ringer-Dale氏愛法液(処 種糞便溶液中に於ては其の生存期間に著明な差が認
方:.NaCl 0.9 KCl 0.042 NaHC03 0.05 MgC12 められないが，ネ種糞便溶液中に於ては多少短縮せ 
られるようである。雌雄別には両者の生存回数にはの溶解液を作りガ{ゼにて2%にて100.0)1< 0.005 7
源過し飼育液とした。 大差がなし、。

実験方法: ア撞，ネ種別に作成した前記飼育液 第 3章鈎虫の高度寄生犬の糞便溶液中に 

を豚畑虫 1隻に対し 60ccの割合とし，通常 6寸シ 於ける豚矧虫飼育実験
 
d ヤー レ 1個に豚畑虫を雌雄別に各 5隻宛収容し， 37 銑1虫の高度寄生糞便中に何等かの抗畑虫性物質の
。C瞬卵器中にで|宜温飼育を行い生存期聞を観察し 存在あるやを知らんとし，前章実験同様高濃度に鈎
た。 虫寄生の犬糞便を用い， 5%溶液を作り豚虫回虫を飼
豚姻虫の生死の判定は虫体の一部又は全部の自動 育し，その生存期間を対照たる無鈎虫犬糞便溶液中
運動の有無に依り，自動せざるときは先端の鈍なる 飼育と比較した。 
第 1表 鈎虫高度寄生者糞便溶液中に於ける豚胸虫飼育成績
数 一生隻
一六日一五日一四回一 一 一 一一二日
四日三日二日飼育 液
五 ノ、 七 八 九 O 一数 日 日 日 日 日 日ー日 目 
一 
MHAM
40 39 38 33 30 29 23 20 19 11 6 4 3 
42 37 34 32 28 23 16 12 7 7 4 331 
U 
761 
5544
一一
9
一
4
液液一一照液溶溶一 溶便便一十 便糞糞一昔一虫種種一 鈎アネ一一対無
存 虫回 虫-
82 76 72 65 58 52 49 32 26 18 10 
44 43 41 39 33 27 25 20 16 11 8 6 3 3 2 1
一
5 
O
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第 1節実験材料及び方法 用レ，これに豚蜘虫を飼育しその生存期聞を観察し
鈎虫の高度寄生犬糞便は後述第 2編実験に使用せ た。 
L仔犬の糞便を用いた。朝運動時，排世せる糞便を 第 2節実験成績(第  2表〉
採取し鈎虫卵数の測定を行い， 1 g中の虫卵数 (E. 鈎虫の高度寄生犬糞便の 5% Ringer-D.ale氏愛 
P. G. P. F) 8000以上の使のみを用い，当日直ちに 法溶液中に於て豚姻虫を 5隻宛 1組とι，計 30隻 
Ringer-Dale氏愛法液にて 5%溶解液を作りガ{ 飼育した結果，其の生存日数は平均 3.0日---5.8日
ゼにて穏過し飼育液とした。 であり，対照の 3.2日.-，;7.6日に比較し豚姻虫の生存
豚虫回虫は第 2章に於けると同じく採集し，当日直 日数は多少短縮せられるようである。最長生存日数
ちに実験に使用した。 に就ては前者 12日，後者 14日で鈎虫高度寄生犬糞
実験方法は前章と同様で，対照としては無鈎虫犬 {史溶液中では，対照より僅かに短縮せられるかに見
糞便の 5%Ringer-Dale氏恋法液による溶解液を えた。
第 2表 鈎虫高度寄生犬糞便溶液中に於ける豚畑虫飼育成績
第 4章鈎{子虫飼育液中に於砂各
豚掴虫の飼育実験
次に鈎虫脱殻仔虫を濃厚に含有する 0.95%食塩
水中にて豚蜘虫を飼育し，その生存期聞を観察し
た。蓋し鉄仔虫飼育液中には鈎虫体よりの分泌物の
溶存を考えられるからである。
第 1節実験材料及び方法
実験ι用いた糞便並びに脚担虫は何れも第 2章に
於けると同様に採取した。採取した鈎虫の高度寄生
者糞便は当日直ちにア種，ネ種別に大なるシャーレ
を用い培養を行い" 250C麟卵3E内に収め，仔虫の 
0.95%食塩水中に排出 L来るを待ち， 1週間後該液
中の仔虫数を算定し， 1cc中に 100隻以上の鈎仔虫
を含有する濃厚仔虫飼育液中に於て豚畑虫を飼育し
た。飼育液は豚畑虫 1隻に対し 60ccとし， 6寸シ
ャー  l〆を用い，通常 5乃至 6隻宛 I組として収容し 
370C癖卵器中にて飼育を行い，その生存を連日観察
した。対照として 0.95%食塩水中に於て豚畑虫を
飼育しその生存を観察した。
第 2節実験成績〈第3表〉
ア種鉱仔虫飼育液中に於て豚蜘虫を 50隻飼育せ
し結果，その生存回数は平均 2.8日---9.8日であり，
最長は 14日間であった。 ネ種主f L仔虫飼育液中に於
ては 40隻飼育した結果， 平均 4.0日---10.0日であ
り，最長は 17日聞に達するを見た。対照たる 0.95%
食塩水中に於ては， 50隻飼育の平均生存回数は 4.4
目-.8.0目であり，最長は 13日間であった。即ち鈎
仔虫飼育液中にて豚蜘虫を飼育せし成績は対照に比
較しその生存日数は多少延長せられた。これは鈎仔
虫飼育液中に於ては，特に蜘虫に対する抑制物質の
分泌，排世なる現象が見られず，却って畑虫の生存
に必要なる栄養物を浸出するためとも考えられる。
，、

第 3表 鈎仔虫飼育液中に於ける豚蜘虫飼育成績
飼 育 液
隻
数
生 存 虫回 虫 数
一一一一一一一一一一  
~‘ -ー同 ・圃‘ ・-島 'ー~ ・圃“‘ ・ー・圃 -・
一二三四五六七八九  O 一二=四五、六七
回目白日日目白日日目白日日日目白日  
ア種鈎仔虫飼育液 50 48 45 43 40 34 30 25 19 16 12 8 6 3 1 
ネ種鈎仔虫飼育液 40 38 35 34 34 30 22 21 17 13 10 7 5 3 1 1 1 1 
計 |90
一一一一一一一一  
86 80 77 74 64 5246 36 29 22 15 1162 1 1 1 
蕊5%食塩泉  J 50 48 .45 43 40 36 30 20 16 10 8 2 1 1 
ρふら第 5号 千 奨 丙子 会 雑 誌 -779~
医
第 5章 鈎虫体乳剤溶液中に於ける
豚岨虫の飼育実験
次に鈎成虫体内には抗畑虫性物質の存在あるやを
見んとし犬鈎虫成虫を集めて乳剤を作り，該乳剤
溶液中に於て豚蜘虫を飼育し共の生存期間を調べ
た。
第 l節実験材料及び方法
木実験に使用せL鈎虫は犬鈎虫 (Ancylostoma 
caninum)にして，後述第2編実験に使用撲殺せし
鈎虫寄生犬の腸管内より採取した。採取した鈎虫は
生理的食塩水中に於て反覆洗糠し，乳鉢にて腰砕
し， Ringer-Dale氏愛法液を加えて鈎虫体乳剤溶液
を作り飼育液とした。該液中の鈎虫の濃度は液 300 
ccに対し鈎虫約 300隻の割合とした。
豚姻虫は前章実験に於けると同様のものを使用し
た。
飼育液は虫休1隻に対し 30ccの割合とし， 6寸
シャーレ 11聞に各 10隻を収容，計 30隻につき 370C
熔卵器中にて飼育を行い，連日観察した。対照とし
て Ringer-Dale氏安法液中にて豚姻虫を飼育し，.
其の生存日数を検した。
第 2節実験成績(第4表〉
鈎虫体乳剤溶液中に於ける豚姻虫の生存日数は平
均 5.0 日 ~6.9 日で，対照たFる Ringer-Da:le 氏安法
液中の平均生存日数 6.2日-":"--7.6日に比較し僅かに短
縮せられている。最長生存回数は前者に於ては 12
日に対し，後者-cは 15日のものもあった。即ち鈎虫
体乳剤が畑虫の生存を多少抑制するかのように考え
られる。 
四
日
二日
第4表 犬鈎虫体乳剤溶液中に於ける豚畑虫飼育成績
生 存 蜘 虫
飼 育 液
五六七八九 0 一二三四ー五
日 日 目白日日日日日目白日目 
液昭山液溶一法剤一回手 一  
h
体一日虫一位・鈎一昭】犬一対日
30 29 27 26 24 21 18 16 11 7 4 2 2 
20 20 18 18 17 15 14 12 8 6 3 2 2 1 1 1 
第6章者 察 
1. 畑虫の宿主体外飼育成績に就て
虫回虫を府主体内に於けると同様の生理状態のもと
に永続的に生存せしめることは現在来だ不可能にし
て，先人の業績を見ても何れも最長 20数日， 通常
数日乃至 10数日の短期間の生存しか可能ではない。
著者の行った実験に於ては何れも一定量の諸飼育液
をシャーレに採り，採取直後の虫体を投じ， 370C卿
卵器内に納め飼育したのであるが， 畑虫は飼育後 1
目...3日は生活力旺盛にして活援に運動しあるも共
の後は漸次生活力沈表し，自動運動衰え， 9 日 ~19
自にして大多数は休の強直，軟化会事を呈し死亡す
噂忌
る。著者の使用した飼育液別に豚畑虫の生存期間を
見るに， 2%糞便溶液中に於て最も良好なる成績を
得，平均 5.0 日 ~9.4 日，最長 16 日間の生存を見て
し、る。 Ringer-Dale氏愛法液中では平均6.2日~ 
7.6日，最長 15日間， 0.95%食塩水中で、は平均 4.7
目...8.0目，最長 13日間であり，何れも 29る糞便溶
液中の生存期間より短い。これは糞便が姻虫の生存
に対し，栄養物として作用するためと考えられる。
先人の業績を見るに鈴木他2氏は飼育液に栄養物の
添加を行い姻虫の生存期間を延長せしめ，特にピタ 
ミシ C5%添加により最長 24日間の生存を見たと
報告してしる。雌雄別に生存期間を見るに藤瀬他3
氏は，雄虫の生存期間が幾分長いと述べてし、る。著
者の実験に於ても糞便溶液中飼育では，雄虫の生存
平均 6.2 日 ~9.4目，雌虫は 5.0 日 ........9.4日にして，

其の他各飼育液中に於ても堆虫の生存期間が僅かに
長いことが見られる。 
2. 鈎虫の高度寄生者糞便溶液中に於ける豚畑
虫の生存期間に就て
鈎虫の高度に寄生した人糞使の 2%溶液及び高度
感染の仔犬糞便 5%溶液中に豚姻虫を飼育した実験
では，その生存期間が対照に比して多少短縮された
結果から，その糞便中に姻虫に対する抑制するもの 
L存在が推定されるが，者しかふるものがあるにし
ても極めて微弱と思われる。尤もこの事を確実にす
るにはもっと濃厚た液で実験し，叉は有効と思われ
-るものを抽出して試験せねばならなし、。
ア種，ネ種寄生糞便で成績に多少の差が見られた
が，本質的の差であるか否か断定出来なし、。但し千
葉県五井町附近始め鈎虫の高度侵淫地で姻虫の少い
地域ではネ種感染の多い事実と何か通ずるものがあ
るやに考えられる。 
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3. 鈎仔虫飼育液及d鈎虫休乳剤溶液中飼育の
豚姻虫の生存期間に就て
人鈎虫仔虫を1cc中100隻以上を含有する濃厚飼
育液中に於て豚畑虫を飼育Lた実験では，豚姻虫の 
生存期間は，対照たる 0.95%食塩水中飼育と比較
し一般に梢々延長している。即ち仔虫に於ては蜘
虫の生存に悪影響を及ぼすが如き物質を出すことな
く，むしろ仔虫体の溶解その他により姻虫に対する
栄養物を供給している感がある。
犬鈎虫成虫を乳剤とした飼育液中に於て豚畑虫を
飼育した実験では，対照に比較し姻虫の生存期聞は
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得た成績を要約すると次のようであるO 
幾分短縮せられてしお。従って微弱ではあっても鈎
成虫体内に何か蜘虫の生存に多少悪影響を及ぼすが
如き物質があるのでないかとの疑問が起る。
4. 以上の試験管内実験成績によれば鈎虫含有
メジウム中には，姻虫に対する生存抑制効果が微弱
ながら認められるようであるが，この成績をもって
直ちに生体腸管内に於て鈎虫の高度寄生が畑虫の感
染，生存に桔抗作用を現わすと推定する根拠となす
には不充分であり，更に動物による感染実験にょっ
て検討せねばならなし、。
括
(1) 鈎虫を高度に保有する人並びに犬の糞便溶液中に於ける豚姻虫の生存期間は，対照た
る無鈎虫糞便溶液中のそれより多少短縮せられる。 
(2) ア種，ネ種別に見るとき，ネ種寄生者糞便溶液中に於て豚畑虫の生存期間は僅かに短
縮せられる。 
(3) 犬鈎虫体乳剤溶液中にては豚姻虫の生存期間は対照に比し多少短縮せられる。
〈文献は第2編にゆずる〉
